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はじめに 2009 年の自然災害 Assessment of Disaster Damages in 2009

２００９年の災害を振り返る 

 

２００９年の日本列島は、比較的災害の少ない年であったが、それでも各地で集中豪雨、台風、

地震による被害が発生した。 

 

７月、梅雨前線の活動が活発化し、中国地方、九州北部地方の広い範囲で記録的な大雨となり、

土石流や浸水により、住民の安全や生活を脅かした。 

８月から１０月にかけて、台風９号、１８号と、二つの台風が災害をもたらした。 

台風９号では、兵庫県を中心に多くの中小河川が氾濫し、浸水被害が生じた。 

台風１８号は２００９年に上陸した唯一の台風で、日本列島を縦断し、各地で暴風雨や高波によ

る被害をもたらした。２００８年は上陸した台風がなかったため、２年ぶりの台風上陸となった。 

台風９号が日本列島の沖を通過していたところ、静岡県では駿河湾を震源とする地震が発生した。

早朝に発生した地震は、マグニチュード６．５、最大震度６弱を観測し、制度ができて以来初め

て「東海地震観測情報」が発表された（後に、東海地震との関連性はないと発表）。 

震度６弱の揺れにも係らず、住民や住宅に大きな被害は見られなかったが、日本の交通の要たる

東名高速道路の盛土が崩落し、５日間に渡り不通となった。 

 

本報告書は、こうした災害や被災の状況等を記録に残し、今後の防災対策の一助とするものであ

る。 
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2009 年は 7 月から 10 月にかけて、前線

や台風による豪雨被害が全国で相次いだ。 
 
7 月、梅雨前線の活動が活発化し 19 日か

ら 26 日にかけて中国地方や九州北部で記

録的な大雨となった。 
山口県、福岡県、長崎県では 1 時間に 80

ミリを超える猛烈な雨を観測したほか、こ

の 8 日間の降水量が、大分県日田市で 702
ミリを記録するなど、各地に浸水被害や土

砂災害をもたらした。 
 
8 月 9 日、台風 9 号が西日本から東日本

の広い範囲で大きな被害をもたらした。 
7 月の豪雨被害の傷跡がまだ癒えぬ中、

特に被害の大きかった兵庫県作用町では 9
日の日降水量が通年での最高記録を更新す

るなど、各地で浸水被害や土砂災害が多発

した。 
 
9 月 30 日に発生した台風 18 号は、2009

年で唯一上陸した台風である。 
伊勢湾台風から 50 年という節目の年に、

上陸までの経路が伊勢湾台風と酷似してい

たこと、上陸直前まで勢力があまり落ちな

かったことから、上陸前から話題となった

台風であった。 
上陸後は本州中央を北東に縦断、全国広

い範囲に被害をもたらした。 
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中国・九州北部豪雨

 
 

月間降水量が平年値の２倍を記録 
降り続く大雨が被害をもたらした 
平成 21 年 7 月 19 日から 26 日にかけて、活発な梅雨前線の活動により

中国地方及び九州地方を中心に記録的な大雨となった。 
この期間の総雨量は九州北部の多いところで７月の月間降水量平年値の

2 倍近くに達した。 
この大雨により、山口県では防府市を中心に土砂災害により多数の方が

犠牲となった。 
福岡県では、九州自動車道を走行中の自動車が土砂にのみ込まれ 2 人が

犠牲となったほか、福岡空港で滑走路が冠水し欠航が出るなどの影響が

見られた。佐賀県では、佐賀市を流れる巨勢
こ せ

川
がわ

・金
きん

立 川
りゅうがわ

の堤防が約 15
メートルにわたって決壊するなど、住家の浸水や土砂崩れなどの被害をも

たらした。 
人的被害は、死者数 35 人、負傷者 59 人。 
住家被害は、全壊 52 棟、半壊 99 棟、一部破損 231 棟。 
床上浸水 2,137 棟、床下浸水 9,727 棟。 
 

7 日間で 2度のピーク 

各地で記録的豪雨 

記録的大雨をもたらしたこ

の豪雨は、19 日から 26 日まで

の 7 日間に 2 度、場所を移して

降水量の上昇を見せている。中

国地方では 19 日から 21 日、九

州地方では 24日から 26日に大

雨がピークをむかえ、この期間

に土砂災害や浸水被害に見舞

われている。 
20 日、豪雨の中心が中国地方

に移動し、21 日には山口県を中

心に大雨に見舞われ、山口県

防府市
ほ う ふ し

では 3 日間の雨量が

332.0 ミリに達した。その後、

前線の活動が一時的に小康状

態となるが、24 日から 26 日に

かけて九州地方で大雨となり、

3 日間の雨量は福岡県太宰府市
だ ざ い ふ し

で 618.0 ミリ、飯塚市
い い づ か し

で 568.0
ミリ、佐賀県佐賀市

さ が し

で 458.5 ミ

リに達した。19 日から 26 日ま

での総雨量は、大分県日田市
ひ た し

で

702.0 ミリ、

福岡県太宰

府市で 636.5
ミリを記録

するなど、場

所によって

は、この期間

の雨量が 7月

の月間降水

量平年値の 2倍近くになる豪雨

となった。 

防府市で時間雨量記録更新 

山口県各地で土砂災害 

山口県では 20日から 22日に

かけて、県南部を中心に 300 ミ

リを超す大雨に見舞われた。 
県内の被害は、防府市を中心

に家屋の全壊・半壊、山口市を

中心に床上・床下浸水となった。

特に時間雨量が史上最多とな

った防府市では、21 日に入り急

激に降り出した猛烈な雨が、わ

ずか半日ほどで 7月の月間降水

量平年値を越えるまでに達し

た。防府市真
まな

尾
お

で特別養護老人

ホームの入居者７名が亡くな

ったほか、防府市下
しも

右
みぎ

田
た

でも土

石流により集落及び国道262号
が被災するなど、各地で道路通

中国・九州北部豪雨 災害発生日●平成 21 年 7 月 19 日～7 月 26 日
主な被災地●中国・九州・山陰地方 

▲山口県・福岡県の降水量経過[出典／気象庁（図に一部加筆）]

[出典／気象庁]

[出典／気象庁]
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行止めが相次ぎ、山間部の

下小鯖
し も お さ ば

棯畑
つぎばた

地区では孤立状態

となるなど、市民生活に大きな

影響を与えた。この災害で、山

口県では、死者 22 人、重軽傷

者 35 人、住家の全壊 33 棟、半

壊 77 棟、一部破損 51、床上浸

水 696 棟、床下浸水 3,864 棟に

達した。 

１時間雨量 100 ミリ超 

福岡県の浸水被害 

福岡県では 24日から 26日に

かけて、平野部を中心に 300 ミ

リを超す大雨に見舞われた。気

象庁アメダスの記録によると、

19 日から 26 日までの 24 時間

降水量は 1 位から 5 位までを福

岡県の市町が占めている。 

県内の被害は、篠栗
ささぐり

町で土砂崩れによ

る家屋倒壊で 2 人

が亡くなった他、

大野城
おおのじょう

市の九州自

動車道、須恵－太宰

府間で斜面上部が

崩落し、走行中の自

動車に乗車してい

た 2 人が犠牲とな

っている。また、福

岡 市 中 心 部 で は

多々
た た

良川
ら が わ

、御笠川
み か さ が わ

、

那珂川
な か が わ

、樋
ひ

井川
い か わ

、室
むろ

見
み

川
がわ

などが増水し 1万世帯あま

りを対象に避難勧告が出され

た。この災害で、福岡県の被害

は、死者 10人、重軽傷者 18人、

住家の全壊 13 棟、半壊 11 棟、

一部破損 70、床上浸水 1,318
棟、床下浸水 4,126 棟に達した。 

▲期間降水量分布図（アメダス：7月 19 日～26 日）[出典／気象庁] 

▲福岡県田川市 遠賀川流域の市町の多くが浸水被

害にみまわれた[写真提供／九州地方整備局] 

（参考：101mm/h）

（参考：72.5mm/h）
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中国・九州北部豪雨

Interview 

 消防団員としての強い使命感をもって 

経験と結束力で災害から地域を守る 
7 月 24 日から 26 日にかけて集中豪雨に見舞われた佐賀

市。金立川の堤防決壊や巨勢川の氾濫により、市消防団

第３支団では延べ401人が避難誘導や土のう積み等の水

防活動に従事。危険な状況の中、ひとりの負傷者も出さ

ず被害軽減に貢献した。当時の状況を、金立地区分団の

野中氏と、久保泉分団の中原氏に伺った。 

 

●災害時の状況を教えてください。 

金立川が氾濫したのは、26 日の

早朝からでした。消防団の活動開

始後、数時間して浸水により孤立

する地区が出た為、ゴムボートで

2人の方を救助しました。11 時半

頃には堤防が決壊し、金立地区で

は畳の上 30 センチ位まで床上浸

水したところもありました。一方

巨勢川の氾濫で久保泉地区もひざ

辺りまで浸水し、木や石が混じっ

た水が道や家の中に入ってきて危

険な状況でした。応援を頼んでも、

浸水して通行できず、現場まで入

って来られません。団員には自分

の地区を固めてくれと指示し、市

消防防災課と連携しながら水防活

動に取り組みました。 

最終的に水が治まったのは夜中

になってからでした。決壊箇所も

400 の 1 トン袋を積んで、やっと

水が止まったという状況でした。 

●過去の経験が活かされた点など

ありましたか。 

昔から巨勢川流域は（水害の）

常襲地区なので、経験上、決壊し

そうな大体の場所は分かります。

今回は、水防倉庫にゴムボートを

用意してあったのが役に立ちまし

た。 

●今回の災害による教訓や課題は

何ですか。 

課題は、土のうに使う土砂を近

くに用意しておくこと。今回は 2

トン車を使って何度も運びました。 

また、偶然 26 日に予定されてい

た佐賀県の操法大会に向けて、皆

で訓練を積んできたことが今回の

災害時に活かされたと思います。 

●今回の経験を通して、他の消防

団や今後に活かせる対策などを教

えてください。 

主な通信手段は携帯電話ですが、

１人で何人にも連絡するのに時間

がかかりました。一斉に連絡でき

る仕組みがあると便利だと思いま

す。また、団員は自分の家が被災

しても現場に駆けつけなければな

らず、家族と話合い、災害時には

どうするか決めておくことが大切

です。あとは、日頃から地域の結

束力を高めること。日常生活中で

交流がなければ、いざという時に

は動けません。非常時に即対応・

協力してもらえるようなつながり

を作っておくことが大切だと思い

ます。 

野中氏 

佐賀市消防団第３支団 

金立分団副分団長 

中原氏 

佐賀市消防団第３支団 

久保泉分団副分団長 

▲山口県防府市 国道 262 上勝坂橋付近 土石流や鉄砲水が押し寄せた[写真提供／中国地方整備局] 
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時間雨量８０ミリを超える猛烈な雨 
暗闇の中濁流が町を襲う 
西日本では、8 月 9 日から 10 日にかけて、南から非常に暖か

く湿った空気の流れ込みが続いた。ここに、9 日に発生した台風

9号が南海上から北上してきたことで九州地方から東北地方の広

い範囲で大雨がもたらされた。 

特に、兵庫県、徳島県、高知県では、局地的に１時間 80 ミリ

をこえる猛烈な雨となり、8 日から 11 日の総雨量は、徳島県那賀
な か

町で 783.5 ミリ、高知県津野
つ の

町で 466.5 ミリ、兵庫県佐用町で

349.5 ミリ、岡山県美作
みまさか

市で 252.5 ミリと、各地の 8 月の月間降

水量平年値の 2 倍をこえる大雨となった。紀伊半島の南、東海と

関東の南を通って、日本の東海上へ進んだ台風は 13 日に熱帯低気圧となった。 

人的被害は、死者数 25 人、負傷者 23 人、行方不明者 2 人。 

住家被害は、全壊 183 棟、半壊 1,130 棟、一部破損 33 棟、床上浸水 973 棟、床上浸水 4,629 棟 

 

1 時間降水量の記録更新 

豪雨は夜始まった 

台風 9号により兵庫県佐用町

が受けた被害は、2004 年の台

風 21 号以来の大きなものであ

った。佐用町で観測された 8 月

9 日の降雨は、１時間降水量、

24 時間降水量ともに過去の記

録を更新した。 
佐用町では 9日に入り雨が降

り始め、夕方までの降雨により、

佐用川の水位は 17時 30分時点

で既にはん濫注意水位に達し

ていた。 

その後、20 時に 59.5 ミリ、

21 時には 81.5 ミリと立て続け

に時間雨量の記録が更新され、

また、この激しい降雨により、

急激な勢いではん濫危険水位

にまで達した。 
特に佐用川の支川の幕山川

では、町営の幕山団地の３家

族が近くの小学校への避難途

上で用水路に流され、８名が

亡くなり、１名が行方不明と

なった。避難途上の被災はマ

スコミ等でも大きく取り上げ

られ、水害時の避難タイミン

グや避難のあり方に問題が提

起された。 
 佐用町では、死者 18 人、行

方不明者2人をはじめ、家屋、

道路、農地等に、広範囲かつ

大規模な被害を受けた。 
 
 

 

台風９号 災害発生日●平成 21 年 8 月 8 日～8月 11 日
主な被災地●九州、近畿地方 

最低気圧／992hPa 

最大風速／20m/s 

▲ 佐用川（兵庫県佐用町）生々しい傷跡が残る[写真提供／兵庫県] 

[出典／気象庁]
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平成２１年台風９号

岡山県でも局地的集中豪雨

が発生 

佐用町が集中豪雨に見舞わ

れた 9 日頃、兵庫県との県境に

ある岡山県美作市でも激しい

大雨に見舞われた。 
岡山県東部では 9 日夜から

10 日未明にかけて大雨となり、

中でも美作市今岡では、日降水

量が 230 ミリ、時間降水量 59.0
ミリを記録し、岡山地方気象台

の観測史上、最高値を記録した。 
これらの豪雨は、佐用町での

事例と同様に、9 日 19 時頃から

22 時頃までの 3 時間に集中し

ており、特に美作市土居地区、

江見地区では、急激な増水によ

り濁流が街中を流れ、避難も出

来ない状況となった。 
また、土砂崩れによって家屋

が全壊したほか、道路の冠水及

び土砂崩れによる交通網の遮

断、上下水道施設の破損・冠水

による断水など、市民生活に大

きな影響を与えた。 

投げかけられた課題 

経験を今後に活かす 

台風 9号による災害で明らか

になった課題として、行政のみ

ならず、住民自身がいかに考え、

判断するかということが挙げ

られる。 
経験や知識に基づく状況判

断により自らを守ること、目の

前の災害に対して想像力を持

って臨むことが重要である。そ

の柱となるのが「自助」と「共

助」の心であり、補助するもの

としての「公助」の役割である。

今後の防災は、与えられた「も

の」や「情報」をどう活かすの

か、イマジネーションの養成が

重要となってきている。 
 

▲ 裏山が崩れ家屋が倒壊した [写真提供／岡山県美作市] 

▲ 豪雨の後、川はまだ荒れている[写真提供／岡山県美作市] 
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検証 2009 年の自然災害 Assessment of Disaster Damages in 2009

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐用町役場 1 階。玄

関扉が破れた後一

瞬で浸水した（上）。

佐用町第２庁舎。駐

車場一面が浸水、車

は濁流に浸かった。

（下）。 
[写真提供／兵庫県]
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平成２１年台風９号

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

豪雨と土砂、流木に

よる被害で、人々の

生活に多大な影響

を与えた（上下）。 
[写真提供／岡山県

美作市] 






